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テーマ別シンポジウム | 生涯スポーツ研究部会 | 【課題Ａ】 共生社会の実現に向けた生涯スポーツ政策と協働システムをいか
に構築するか

生涯スポーツ研究部会【課題 A】テーマ別シンポジウム／協働システムの現

状と課題から今後を考える ―“支えるスポーツ”が果たす役割―
コーディネーター：後藤 光将（明治大学）
2022年8月31日(水) 14:00 〜 15:50  第6会場 (2号館1階11教室)

本テーマ研究部会では、昨年度のテーマ別シンポジウムから、共生社会と生涯スポーツが共存するためにはス

ポーツのパラダイムチェンジが必要であることが共有された。このパラダイムチェンジにはスポーツの見方を変

える、広げる必要があり、「する」だけでなく「みる」、「支える」という視点からも共生社会と協働システム

を考えることが重要である。そこで今回は、「スポーツボランティア」という存在に着目する。スポーツボラン

ティアは、「支えるスポーツ」の象徴的な存在であり、共生社会において生涯スポーツがどのように位置づくの

かという文脈において、スポーツボランティアが果たす機能は、共同システムの中核を担うと考えている。そこ

でスポーツボランティアの役割や現状、課題について協議することとした。 

　このような趣旨を踏まえ、「スポーツボランティアの現場について」笹川スポーツ財団の澁谷茂樹氏からお話

をいただく。次に、北陸学院大学の田引俊和氏から「スペシャルオリンピックスのスポーツボランティアを通し

て考えるその役割と今後の課題」についてお話をいただく。最後に、文教大学の二宮雅也氏から、「共生社会と

スポーツボランティア」と題しお話をいただく。 

　発表を踏まえ、共生社会実現に向けた、協働システム構築に、スポーツボランティアを例とした「支えるス

ポーツ」がどのような役割を果たす、または担うべきであるのかについて意見交換し、今後の政策や法律上、具

体的にどのような課題があるのかについて討議を深めてゆく。
 

 

共生社会とスポーツボランティア
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数多くのスポーツボランティアの募集が行われている今日であるが、そこにはボランティア参加を困難にしてい

る障壁が存在していることがある。発表者は、識者として東京2020大会のボランティア運営サポート、並びに大

会ボランティアとして実際の活動に携わったが、実際に大会組織委員会や自治体のボランティアサポートは十分

だったとは言えない。それは、スポーツボランティアというキーワードがイメージさせる参加者像が固定化され

ていることに起因する問題であり、また、ボランティアという活動のイメージにも連動するものである。つま

り、スポーツボランティアにおける「 general」に関する課題であると捉えている。本発表では、スポーツボラン

ティア活動の事例報告を通じてその問題にアプローチしたい。尚、この発表テーマにおける共生社会（ Cohesive

Society）とは、「必ずしも十分に社会参加できるような環境になかった方が自分の意思で参加できる社会」を意

味するが、逆説的には「参加しないことも選択できる状況」として捉えている。 Volunteerの本質的な意味である

「自由意志」を尊重しながら、スポーツボランティアの現場から広がる共生社会の可能性についてディス

カッションを深めたい。


